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収支の経年変化 

2011 年～2013 年の収入分布図。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊母数は、592 名（2013 年）、602 名（2012 年）、695 名（2011 年）です。 

 

【２０１１年】 
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【２０１２年】 
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【２０１３年】
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2012年と2013年の年代別　消費支出の内訳
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                                        ＊食費に％の数字を入れました。 



2012 年と 2013 年の支出の費目を年代別に比べました 

                            －P４・P５のグラフより－ 

 
☆非消費支出は前年比 99.６%（総平均）とやや減少しました。 
◇税金計 

2013 年の税金計は前年比 101.9％と微増です。税金は 40 代・50 代で増加していますが、その他

の年代では減少しています。50 代は非消費支出計に占める割合が 39％と最も高くなっています。 

◇社会保険計 

前年比 109.8％と増加しています。2013 年の非消費支出計に占める割合をみると、30 代 45％・40

代 42％・50 代 40％・60 代 47％・年金世帯 36％となっていて、収入の少ない世代の負担が重くなっ

ています。「国民年金（学生の子）」は前年比 175.5％と増加で、特に 60 代は 180.2％、年金世帯は

226.1％と大きな増加になっています。 

◇ 私的保険計 

前年比 82.6％と減少し、30 代・60 代以上・年金世帯を除き減少しています。特に「生命保険料」

は 77.1％と大きく減少しています。 

 

☆消費支出も前年比 99.8%（総平均）とやや減少しました。 

◇ 食費 

食費の金額は前年とあまり変化はありません。消費支出計に占める割合をみると現役世代が約

15％・60 代以上 20％・年金世帯 21％となっています。 

◇ 住居費 

住居費の金額をみると現役世代は約 10 万円で、消費支出計の 25％を占めていて重い負担になっ

ています。 

◇ 交際費 

前年比 117.1％と増加し、20 代・40 代で減少していますが、60 代は 129.6％・年金世帯 123％と

大きく増加しています。 

◇ 教育費 

前年比 103.7％とやや増えています。教育費の消費支出計に占める割合をみると、40 代は 17％・

50 代は 19％と高止まりで重い負担になっています。 

◇ 教養娯楽費 

前年比 94.8％と減少しています。交際費同様、年代が高くなるに従って増加する費目です。2013

年、現役世代では消費支出計の 5～6％ですが、60 代は 10％・年金世帯は 11％です。 

◇ 職業・主婦費 

前年比 100.6％とやや増えています。年代別にみても、ほとんど変化はありません。 

◇ 自動車関係費 

前年比 87.5％、2013 年で最も減少した費目です。30 代・60 代でやや増えていますが、40 代 85.8％・

50 代 71.5％・年金世帯 85.3％と減少しています。 

   





 

声 

２０１３年は、アベノミクスの影響により、個人消費は、堅調に推移しまし

た。また、消費税率引き上げにむけて、自動車、住宅投資でもかけこみ需要が

顕在化した年と政府は発表しました。 

税金があがり、教育費の負担はますます増え、政府の発表とはうらはらに「大

変です。」という「声」が多く寄せられました。 

 

★車検に固定資産税、G・Wとお金の出費

が止まらない月でした。特に車は買い換

えたので以前より５千円アップ。輸入品

も値上がりするのに給料は相変わらず。

アベノミクスを感じるのはいつのこと

でしょう。我が家は感じない一年になり

そうです。       （４０歳） 

 

★消費税増税したら負担が重くなり

そうです。住民税の負担も毎年驚きま

す。だからと言って社会保障の安心も

ないし…子どもたちのために教育費

も貯めたい。消費税増税したら、もっ

と財布のひもをしっかり締めてやり

くりしようと思いました。（３５歳） 

 

★国民健康保険料の算定基準が今年

から改定になりました。そのために例

年より遅く保険料のおしらせが届き

ました。まさか安くなるとは思ってい

ませんでしたが、案の定、年額 3万円

もの値上がりとなりました。物価は上

がり、消費税も上がり、保険料も上が

り、下がるのは年金だけですね。 

（６５歳） 

 

★今月の教育費はおそろしいことに

なりました。長女の夏期講習費用と次

女の通信教育費用、合わせて２２万円

超！！大赤字です。でも将来への投資

ですから頑張ります。医療費だと暗い

けれど教育費ですから生きたお金で

すよね。 

 今夏、エアコン入れずに過ごしてき

ましたが、今年はムリせず使用するこ

とにしました。光熱費も大幅 UP です。

（４５歳） 

2013 年に寄せられた声 

★一般庶民的には、少しも経済が回復した感はないのですが、

政府の情報操作的な経済回復で、消費税も当然のように上が

るようです。まず、一生懸命、まじめに頑張っている人がき

ちんと生活できる世の中にしてほしいものです。あちこちで、

生活保護の不正受給の話などを聞いていると、なんだか働く

意欲も半減します。もっと、まじめにやっていて良かったと

思う政治をしてほしいものですね。       （５１歳）

 




